
 
1

第４６回漢方教室（漢方） 

鼻がスッキリする漢方－眠くならない花粉症の治療－ 

 
 

Ⅰ．花粉症とは 

１ 花粉症の三大症状 

  ・くしゃみ 

  ・鼻水 

  ・鼻づまり 

 
２ 検査 

(1)鼻汁好酸球検査：アレルギー性鼻炎かどうかを調べる検査 

(2)血液検査(RAST)：原因物質を調べるための検査 

(3)皮内テスト：原因物質を調べるための検査 

 
３ 花粉症の起こるメカニズム 

  Ⅰ型アレルギー 

 抗原が鼻腔内に進入 

  → 肥満細胞上の IgE 抗体と反応 

  → 肥満細胞の活性化 

  → 化学伝達物質が遊離 

   （ヒスタミン・ロイコトリエン） 
 
 ○ヒスタミン 

   神経を刺激 → くしゃみ、鼻水 

 ○ロイコトリエン 

   血管を刺激 → 鼻づまり 

 

 

４ 血管運動性鼻炎・アレルギー性鼻炎・花粉症 

(1)血管運動性鼻炎 

  温度差アレルギー（下肢寒冷刺激で鼻汁分泌亢進、鼻粘膜拡張） 

    鼻汁好酸球検査陰性、皮内テスト陰性、誘発テスト陰性 

(2)アレルギー性鼻炎 

  アレルゲンがあるもの 

    ①通年性アレルギー：ダニ、ハウスダスト、カビなど 

    ②季節性アレルギー：花粉、蛾など 

    ③その他：犬、猫、鳥、ハムスターなどペットの毛や羽など 
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(3)花粉症 

  アレルゲンが花粉であるもの（季節性アレルギー） 

 

５ 季節と花粉（アレルゲン） 
       資料提供：鼻アレルギー診療ガイドライン作成委員会 

                       http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201102/2.html 
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Ⅱ．花粉症の現代医学的治療 

(1)原因物質（アレルゲン）の除去 

  ・花粉に近づかない 

    花粉飛散時には外出を控える、外出時の花粉用マスクやメガネの着用など 

  ・花粉を除去する 

    衣類に付着した花粉の除去、屋内の掃除、室内の空気清浄など 

(2)薬物療法 

  ・抗ヒスタミン薬（アレグラⓇ、ザイザルⓇ、アレジオンⓇ、クラリチンⓇなど） 

    → くしゃみ、鼻水 

  ・抗ロイコトリエン薬（オノンⓇ、シングレアⓇ、キプロスⓇなど） 

    → 鼻閉 

  ・ケミカルメディエーター遊離抑制薬（インタールⓇ、リザベンⓇ、ケタスⓇなど） 

  ・鼻噴霧用ステロイド薬（アラミストⓇ、フルナーゼⓇ、ナゾネックスⓇなど） 

(3)減感作療法 

(4)手術療法 

(5)レーザー治療 
 
 

Ⅲ．抗ヒスタミン薬はなぜ眠くなるのか 

１ 抗ヒスタミン薬の副作用 

(1)眠気と集中力低下 
  抗ヒスタミン薬の中には、一回量の服用でウィスキーシングル 3 杯分（約 90mL）を

飲んだ時とほぼ同程度の状態になるものもある 

(2)試験成績への影響 

  アレルギー性鼻炎の症状がある学生 1001 人が対象 

   ○アレルギー性鼻炎の症状による成績低下 → 40% 

   ○試験中に鎮静性抗ヒスタミン薬を服用した群（84 人）の成績低下 → 70% 

Walker S et al : J Allergy Clin Immunol 120 (2) : 381, 2007 

 

２ 抗ヒスタミン薬の作用機序 

(1)抗ヒスタミン薬の鼻の粘膜での作用 

 ・ヒスタミンが鼻粘膜のヒスタミン(H1)受容体と結合してアレルギー症状を発現する 

 ・抗ヒスタミン薬はヒスタミンより先に H1 受容体をふさいでしまう 

    ヒスタミンと H1 受容体は鍵と鍵穴の関係！ 

(2)抗ヒスタミン薬の脳内での作用 

 ・脳内でのヒスタミンの役割はアレルギー症状の発現とは無関係 

   → 集中力・判断力・作業能率や覚醒の維持に関与 

 ・ 抗ヒスタミン薬で脳内のヒスタミンの働きも妨げられて活動性が抑えられる 



 
4

 ○眠気は薬の中枢抑制作用により引き起こされる 

 ○アレルギー症状の抑制は身体末梢部分に作用している 

   → 両者には相関性が全くない！ 

 

３ 抗ヒスタミン薬の種類と眠気 

(1)第 1 世代と第 2 世代の抗ヒスタミン薬 

  抗ヒスタミン薬が脳内へと移行するには、血液脳関門（blood-brain barrier; BBB）    

を通り抜ける必要がある 

 ・第 1 世代（ザジテンⓇ、レスタミンⓇなど） 

   脂溶性が高く、分子量が小さいため、BBB を通過して眠気を生じやすい 

 ・第 2 世代（アレグラⓇ、ザイザルⓇ、アレロックⓇ、アレジオンⓇなど） 

   脂溶性と分子量の問題を改善し、BBB を通過しにくくしたため、眠気が少ない 

 

(2)抗ヒスタミン薬と脳内 H1 受容体占有率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．漢方薬はなぜ頭がスッキリするのか 

１ 麻黄とは 

 マオウ科のマオウなどの地上茎を乾燥したもの 

 主要成分はエフェドリン（ephedrine） 

 

 

 

マオウ『日本伝統医学テキスト』から引用 
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２ 麻黄の薬理作用 

 ○麻黄 

   漢方的には発汗、鎮咳、利水などの効能を有する 

     → 発熱、頭痛、咳嗽、喘息などに応用 

 ○エフェドリン 

   交感神経興奮作用 
・気管支拡張作用 
・中枢興奮作用 
・昇圧作用（脊髄・硬膜外麻酔などの低血圧への対処） 
・血管収縮作用（鼻閉などに対する局所のうっ血除去） 
・その他 

 

３ 麻黄を含む主な漢方薬 

   6.0g：越婢加朮湯(28) 

   5.0g：麻黄湯(27)、神秘湯(85) 

   4.0g：葛根湯(1)、薏苡仁湯(52)、麻杏甘石湯(55)、麻杏薏甘湯(78)、 五虎湯(95)、

麻黄附子細辛湯(127) 

   3.0g：葛根湯加川芎辛夷(2)、小青竜湯(19) 

   1.2g：防風通聖散(62) 

   1.0g：五積散(63)            （グラム数は各処方に含まれる麻黄の 1日分量） 

 

４ エフェドリンの生成代謝 

○アンフェタミン（amphetamine） 

  ・強い中枢興奮作用 
  ・日本では覚醒剤に指定 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

麻黄の成分であるエフェドリン、プソイドエフェドリン、メチルエフェドリン 

 → いずれも世界アンチ・ドーピング規程の禁止表に掲載された禁止薬物！ 
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Ⅴ．漢方からみた鼻炎のとらえ方 

１ 寒熱の考え方 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生薬の薬性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 花粉症と蓄膿症にみる局所の寒熱 

(1)寒証型 

  水様透明な鼻汁／鼻粘膜の色調は蒼白／鼻粘膜の浮腫による鼻閉 

   典型的疾患：花粉症（アレルギー性鼻炎） 

   代表的処方：小青竜湯（しょうせいりゅうとう） 

(2)熱証型 

  粘稠性・膿性の鼻汁／局所の熱感や疼痛（炎症）／鼻粘膜の色調は赤味を帯びる／   

鼻粘膜のうっ血による鼻閉 

   典型的疾患：蓄膿症（慢性副鼻腔炎） 

   代表的処方：葛根湯加川芎辛夷（かっこんとうかせんきゅうしんい） 

 

 

 

 

 
寒証 熱証

蓄膿症蓄膿症花粉症花粉症

寒証 熱証

蓄膿症蓄膿症花粉症花粉症

局所の熱感、発熱、充血
冷やすと具合がよい
温めると症状が悪化する

局所の冷感（手足など）
温めると具合がよい
冷やすと症状が悪化する

局 所

自覚的に熱感あり
口渇（冷たい水を欲する）
ほてる感じ
のぼせ
少量だが濃くて粘稠な液体
（膿性喀痰、濃い尿など）

自覚的に冷感あり
冷え性
悪寒
寒冷で誘発される諸症状
（頭痛、下痢など）
多量の薄くて水っぽい液体
（水様性喀痰、薄い尿など）

全 身

熱 証寒 証

局所の熱感、発熱、充血
冷やすと具合がよい
温めると症状が悪化する

局所の冷感（手足など）
温めると具合がよい
冷やすと症状が悪化する

局 所

自覚的に熱感あり
口渇（冷たい水を欲する）
ほてる感じ
のぼせ
少量だが濃くて粘稠な液体
（膿性喀痰、濃い尿など）

自覚的に冷感あり
冷え性
悪寒
寒冷で誘発される諸症状
（頭痛、下痢など）
多量の薄くて水っぽい液体
（水様性喀痰、薄い尿など）

全 身

熱 証寒 証
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Ⅵ．漢方治療の実際 

１ 対症療法 

 (1)寒証型 

 ①小青竜湯（しょうせいりゅうとう） 

  花粉症の第一選択薬（くしゃみ／水様性鼻汁／鼻づまり）／胃腸が丈夫 

   → 鼻水が甚だしい場合、附子を加える、あるいは麻黄附子細辛湯を合方する 

 ②麻黄附子細辛湯（まおうぶしさいしんとう） 

  顔色が悪い／からだが冷える／寒がり 

 ③苓甘姜味辛夏仁湯（りょうかんきょうみしんげにんとう） 

  胃腸が弱い／小青竜湯で胃の具合が悪くなる／顔色が蒼白くてむくむ 

 ④苓桂朮甘湯（りょうけいじゅつかんとう） 

  眼症状（目のかゆみ／なみだ目）／めまい 

(2)熱証型 

 ①葛根湯加川芎辛夷（かっこんとうかせんきゅうしんい） 

  蓄膿症の第一選択薬（鼻づまり、膿性鼻汁、頭痛・頭重）／胃腸が丈夫 

 ②越婢加朮湯（えっぴかじゅつとう） 

  眼症状（結膜充血／目のかゆみ／なみだ目／眼周囲の浮腫）→ アレルギー性結膜炎 

  胃腸が丈夫／のどが渇く 

 ③辛夷清肺湯（しんいせいはいとう） 

  鼻の熱感と疼痛（より炎症が強い場合）／鼻づまり／膿性鼻汁／後鼻漏 

 

２ 体質改善 

 体質改善薬と呼ばれる特定の漢方薬はない 

 ふだんから体調をよくする漢方薬を服用することが基本！ 

(1)柴胡を含む処方 

 ①小柴胡湯（しょうさいことう） 

  慢性炎症が背景にある場合の基本処方 

 ②柴胡桂枝湯（さいこけいしとう） 

  上腹部痛（胃痛）／胃腸虚弱／ストレスによる諸症状 

 ③補中益気湯（ほちゅうえっきとう） 

  疲れやすい／だるい／食後の眠気とだるさ／寝汗／胃下垂 

(2)その他 

①当帰芍薬散（とうきしゃくさん） 

  手足の冷え／むくみ／月経痛 

②六君子湯（りっくんしとう） 

  食欲低下／胃もたれ／胃下垂 


